


① 昭和町の防災計画
② リニア開通に伴う多目的ホールの建設とシャトルの運用
③ 昭和町における資源物（缶類）の収集改善について

学生からの3つの提案

① 昭和町の戦略的まちづくりを！
② 昭和町におけるエネルギー政策
③ 防災（ソフト面）について

学生からの3つの提案

これらに対する議会の意見

①短期・中期・長期的計画で
進めていくことと、3つの柱
を7つの項目に分け、19の詳
細について提案されたが、で
きることから検討し行政に提
言していきたい。

③いつ起きてもおかしくない
富士山噴火だが、噴火防災マ
ニュアル作成と配布については、
行政に対し要請していきたい。

②住宅用太陽エネルギーシス
テム設置の助成制度の推進に
ついては、ホームページを改
善し、昭和町もkW単位で補助
金を出すよう要望していきたい。

これらに対する議会の意見

③資源回収ステーションはあるが、一
部の資源物（アルミ缶・スチール缶）
は出せない。指定日に出すことになっ
ているが、缶類を回収日にとらわれる
ことなく出せるようにすることで回収
率アップにつながる。スーパーなどに
協力してもらったらどうかとの提案。
しかし、町には可燃物・不燃物・資源
となる缶類等の収集カレンダーを各戸
配布し、分別収集は守られているが検
討したい。一部スーパーではこれらの
回収ボックスが設置されている。

①各避難所の施設レベル
の向上、地域ぐるみの防
災訓練、安全な避難経路
の確保と整備、民間との
連携等の強化について提
案されたが、各公会堂が
集合地となっており、そ
の後町の誘導により、避
難所に移動することにな
っている。また、水をは
じめ備蓄品等も揃っている。

②大規模な多目的ホール
を建設し、シャトルをリ
ニア駅、昭和町、甲府駅
と結ぶことで県内の観光、
および商業施設活性化に
つなげる提案については、
規模が大きすぎて、予算
的にも無理がある。しかし、
シャトルは今後の検討課
題としたい。



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
会
式

① 男女共同参画の観点からの子育て支援、虐待防止
② 市民教育の実施（大学・議会・選挙管理委員会の連携による小・中・高校生への市民教育の実施）

学生からの2つの提案

これらに対する議会の意見

①保育カウンセラー（臨床心
理士）配置の必要性について
の提案。全国に先駆けて昭和
町で配置できるように提言し
たい。

②若者の投票率を向上させるため、学校現場への
出前講座を提案された。昭和町でも問題であり、
出前講座などにより、これからを担う若者に政治
に関心を持つとともに、選挙に対する投票の大切
さを考えるきっかけづくりとしたい。

◆平成26年11月14日、山梨学院大学との連携によ
　る研修の一環として、学生と議員とのワークショ
　ップを開催しました。
◆総務・産業土木・教育厚生の3常任委員会に分かれ、
　グループによる提案発表が行われました。

講師の意見を一方的に聞いたり、教
材を読むだけでなく、参加者全員が
講師の助言を得ながら、積極的に関
わり、問題解決のために行う研修会。

ワークショップとは？



　平成26年11月13日（水）、住
民の先頭に立って活躍されている区
長さんと意見交換会を開催しました。
区長の皆さまからいただいたご意見
をしっかり受け止め、議会活動に反
映させていきたいと思います。
（一部のみ掲載）

昭
和
町
議
会
議
長

萩
原
　
馨

新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
23
年
4
月
に
執
行

さ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙

に
よ
り
当
選
し
た
議
員
16

名
は
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本

年
4
月
に
は
改
選
と
な
り

ま
す
。
任
期
4
年
間
の
締

め
く
く
り
と
同
時
に
新
た

な
出
発
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
期
の
議
会
活
動
を
返

り
見
ま
す
と
、
平
成
19
年

度
か
ら
議
会
改
革
推
進
の

3
本
柱
と
し
て
掲
げ
た
「
学

ぶ
議
会
」「
行
動
す
る
議
会
」

「
改
革
・
変
革
す
る
議
会
」
を

引
き
継
ぎ
、「
山
梨
学
院
大

学
と
の
提
携
」、「
井
戸
端
会
議
」
、

「
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
」

を
継
続
し
、
新
た
に
「
町
民

と
共
に
歩
む
議
会
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
加
え
、「
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
議
会
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
制

40
周
年
記
念
大
会
に
は
、

昭
和
村
時
代
の
ス
ラ
イ
ド

や
3
人
の
先
輩
方
の
体
験

発
表
を
企
画
し
大
盛
況
で

し
た
。
ま
た
、
議
会
災
害

対
策
本
部
設
置
要
綱
や
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
制
定
、

議
会
基
本
条
例
の
改
正
な
ど
、

今
後
の
議
会
活
動
の
指
針

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
9
・
14
　
の
小
さ
な
町
「
昭

和
町
議
会
」
が
、
地
方
議

会
活
性
化
の
旗
印
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
共
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

昭
和
町
議
会
議
員

深
澤
　
平
助

河
田
あ
け
み

長
谷
川
幸
廣

三
井
　
　
猛

遠
藤
　
辰
男

田
中
　
博
愛

塚
原
　
將
司

樋
口
　
敏
夫

福
島
　
正
明

河
住
　
保
茂

野
中
　
敏
美

深
澤
　
克
男

林
　
　
和
仁

石
原
　
高
明

中
澤
　
康
夫

テーマ
１

井
戸
端
会
議
の
時
期

の
見
直
し
は

　
　
　
　
年
度
ご
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
各
地
区
と
議
会
常
任
委
員
会

と
の
日
程
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
区

の
行
事
も
重
な
る
と
時
期
的
に
難
し

い
こ
と
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
日
程
は
あ
く
ま
で
も
予
定
。

議
会
と
し
て
は
区
の
都
合
に
合
わ
せ

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
長
会

議
　
会

テーマ
2

若
年
層
や
女
性
が
参
加
し

や
す
い
井
戸
端
会
議
と
は

　
　
　
　
井
戸
端
会
議
に
議
題
が
特

に
な
い
た
め
、
意
識
的
に
参
加
し
て

い
る
住
民
は
少
な
い
。
若
い
方
や
女

性
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
な
策
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
今
後
、
組
回
覧
が
整
え
ば

井
戸
端
会
議
の
様
子
が
わ
か
る
こ
と

で
疑
問
や
質
問
、
ま
た
要
望
等
を
持

っ
た
住
民
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

区
長
会

議
　
会

テーマ
3

井
戸
端
会
議
の
回
答

書
（
報
告
書
）
は

　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
質
疑
が
あ
が

る
井
戸
端
会
議
。
情
報
共
有
の
意
味

で
報
告
書
を
議
会
が
必
要
部
数
を
用

意
す
る
の
で
組
回
覧
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
回
覧
し
て
い
き

た
い
。

議
　
会

区
長
会

　〈以上12区長・ほか町議会議員〉
（敬称略）

参加者

武 井 啓 吉
福 田 昭 人
小 澤 勝 己
秋 山 正 巳
杉 原 喜 彦
石 川 重 明

（会　長）

紙漉阿原区

築地新居区

飯 喰 区

河 西 区

上 河 東 区

上河東二区

名 執 忠 義
上 杉 恒 雄
保 坂 一 男
小 松 五 郎
雨 宮 敏 明
保 坂 武 彦

（副会長）

（副会長）

西 条 一 区

西 条 二 区

清水新居区

西条新田区

押 越 区

河東中島区



平成26年第3四半期の“議員研修”“街頭活動”

交通安全運動街頭指導

議会広報視察受入

高齢者が本人らしく地域社会の中で生活をしていくために…高齢者が本人らしく地域社会の中で生活をしていくために…高齢者が本人らしく地域社会の中で生活をしていくために…

山梨学院大学との研修会

在宅高齢者の現状と課題
（高齢者の生き甲斐対策も含め）

10月28日

樋川　隆 教授
ひ たかしかわ

少子高齢社会の進展に対応できる少子高齢社会の進展に対応できる
安定的な税収確保のために…安定的な税収確保のために…

消費税について11月10日

片田　興 教授
かた こうた

群馬県みなかみ町議会11月5日

「年末の交通事故防止県民運動」
実施に伴う街頭指導

12月5日

千葉県多古町議会11月18日

ドライバードライバー1人ひとりに声をかけながら人ひとりに声をかけながら
交通安全を呼びかけました交通安全を呼びかけました
ドライバー1人ひとりに声をかけながら
交通安全を呼びかけました

少子高齢社会の進展に対応できる
安定的な税収確保のために…

住民に伝わる広報誌を住民に伝わる広報誌を
目指して互いに切磋琢磨目指して互いに切磋琢磨
住民に伝わる広報誌を
目指して互いに切磋琢磨



平
成
26
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
9
日
か
ら
12
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長

提
出
の
平
成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
5
案
件
の
ほ
か
、
専
決
処
分
1
件
、

条
例
改
正
お
よ
び
制
定
6
件
の
計
12
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
6
人
の
議
員
が
11
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

補正増額　2億3988万円（総額78億3561万円）

町民税、固定資産税、軽自動車税、入湯税
社会保障・税番号制度システム整備費補助金

9934万円
766万円

おもな財源

総合会館の男女浴槽源泉かけ流し切り替え工事費
常永土地区画整理地内の多目的広場整備工事費
財政調整基金への積立

864万円
1億500万円
7607万円

おもな使いみち

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
介護サービス特別会計
下水道事業特別会計

51万6千円増額
33万6千円増額
21万円増額
353万円増額

（総額18億1856万円）
（総額8億6407万円） 
（総額1560万円）

（総額10億952万円）

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

専決処分専決処分 全員賛成で可決全員賛成で可決

・平成26年度昭和町一般会計補正予算（第3号）
　平成26年12月に衆議院が解散されたことにより選挙費840万円を

増額補正したもの。



活発に議論される委員会

・
職
員
給
与
条
例
の
改
正

　
人
事
院
勧
告
お
よ
び
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
勤
勉

手
当
を
0
・
15
月
引
き
上
げ
る

も
の
。
（
特
別
職
お
よ
び
議
員

も
同
様
）
平
成
26
年
12
月
期
末

手
当
か
ら
適
用
。

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

　
る
条
例
の
改
正

・
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

　
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

　
る
条
例
の
改
正

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

　
各
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
定
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　
出
産
育
児
一
時
金
を
39
万
か

ら
40
万
4
千
円
に
変
更
し
、
産

科
医
療
保
障
制
度
掛
金
を
3
万

円
か
ら
1
万
6
千
円
に
引
き
下

げ
る
も
の
。
（
総
支
給
額
は
変

更
な
し
）

・
昭
和
町
議
会
基
本
条
例
の
改

　
正

　
主
に
「
議
決
事
件
」
と
し
て

議
決
事
項
、
ま
た
「
議
会
改
革

推
進
会
議
」
と
し
て
改
革
推
進

会
議
に
伴
う
規
定
を
追
記
し
た

も
の
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
つ

い
て
、
市
町
村
が
条
例
で
基
準

を
定
め
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集

　
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反

　
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

　
る
請
願

・
紹
介
議
員
　
深
澤
　
平
助

反
対
　
深
澤
平
助
議
員

 
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認

と
は
、
日
本
に
対
す
る
武
力
攻

撃
が
な
く
て
も
、
政
府
解
釈
で

他
国
に
出
動
し
武
力
行
使
す
る

も
の
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
自

衛
隊
が
参
加
し
戦
闘
行
為
を
行

う
も
の
で
、
と
う
て
い
許
さ
れ

な
い
。

賛
成
　
石
原
高
明
議
員

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
他

国
の
た
め
に
武
力
を
使
う
こ
と

で
な
く
、
他
国
と
強
調
し
抑
止

力
を
高
め
、
我
が
国
の
安
全
と

平
和
を
守
る
必
要
最
小
限
の
も

の
。
勝
手
な
解
釈
で
憲
法
を
変

更
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
後

も
国
民
的
な
議
論
を
深
め
、
関

連
法
案
等
が
し
っ
か
り
整
備
さ

れ
る
と
考
え
る
。

▼
消
費
税
増
税
の
撤
回
を
求
め

　
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

　
願

・
紹
介
議
員
　
深
澤
　
平
助

反
対
　
深
澤
平
助
議
員

 
消
費
税
8
％
引
き
上
げ
は
、

国
民
消
費
を
大
き
く
後
退
さ
せ
、

G
D
P
も
2
期
連
続
で
落
ち
込

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
消
費
税
10

％
の
引
き
上
げ
は
国
民
生
活
を

無
視
し
た
も
の
で
、
絶
対
に
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成
　
野
中
敏
美
議
員

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
分
の
使

途
は
法
に
よ
り
、
社
会
保
障
財

源
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

平
成
26
年
4
月
か
ら
8
％
へ
の

引
き
上
げ
と
と
も
に
、
大
胆
な

金
融
緩
和
に
よ
り
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
に
大
き
く
前
進
し
て
い

る
。
新
た
な
内
閣
で
引
き
続
き

審
議
さ
れ
、
適
切
な
判
断
が
さ

れ
る
と
考
え
る
。

※
賛
成
多
数
で
不
採
択
（
賛
成

　
14
　
反
対
1
深
澤
平
助
議
員
）

不
採
択
に
対
す
る
討
論

不
採
択
に
対
す
る
討
論

：

：

：



第
4
回
定
例
会（
12
月
）
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

総
合
会
館
の

温
泉
の
完
成
は

振
り
込
め
詐
欺

防
止
の
年
賀
状
は

西
条
・
イ
ン
タ
ー

線
の
供
用
開
始
は

田
中
議
員
　
総
合
会
館

の
男
女
浴
槽
の
源
泉
か

け
流
し
の
変
更
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

工
期
は
ど
の
く
ら
い
で

い
つ
ご
ろ
実
施
予
定
か
。

福
祉
課
長
　
工
期
は
1

カ
月
半
程
度
。
2
月
11

日
に
開
始
し
、
3
月
25

日
こ
ろ
完
成
、
4
月
1

日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
い
。

河
田
議
員
　
来
年
度
の

小
学
校
別
新
入
学
児
童

数
と
、
ク
ラ
ス
数
の
把

握
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長
　
今
時

点
の
状
況
と
し
て
は
、

押
原
小
学
校
は
30
名
で

1
ク
ラ
ス
、
西
条
小
学

校
は
78
名
で
3
ク
ラ
ス
、

常
永
小
学
校
は
87
名
で

3
ク
ラ
ス
の
予
定
。

三
井
議
員
　
西
条
・
昭

和
イ
ン
タ
ー
線
の
供
用

開
始
は
、
平
成
27
年
度

内
と
は
い
つ
ご
ろ
か
。

建
設
課
長
　
で
き
る
だ

け
早
く
と
考
え
て
い
る

が
、
秋
頃
に
な
る
予
定
。

河
住
議
員
　
多
目
的
広

場
の
畑
・
水
田
利
用
は
。

都
市
整
備
課
長
　
当
初
、

学
校
で
の
利
用
を
考
え

て
い
た
が
、
面
積
が
3
、

3
0
0
㎡
あ
る
た
め
、

畑
は
一
坪
農
園
を
考
え

て
い
る
。
水
田
は
耕
作

者
が
い
な
い
場
合
は
水

を
一
面
に
は
っ
た
状
態

で
管
理
す
る
こ
と
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

福
島
議
員
　
町
道
30
号

線
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
地
権
者
3

人
は
契
約
済
。
1
人
は

代
替
地
希
望
、
1
人
は

盛
土
を
要
望
し
て
い
る
。

2
人
は
補
償
が
あ
り
、

平
成
26
年
度
内
に
は
済

ま
せ
た
い
。

河
田
議
員
　
振
り
込
め

詐
欺
防
止
の
年
賀
は
が

き
は
、
全
世
帯
に
配
布

す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
町
内

全
世
帯
に
郵
便
局
よ
り

配
達
す
る
。

河
住
議
員
　
公
共
施
設

の
電
気
代
が
上
が
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
課
長
　
基
本
的
に

は
消
費
税
、
燃
料
費
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
。

野
中
議
員
　
区
画
整
理

事
業
で
使
用
し
た
飲
料

用
タ
ン
ク
の
修
繕
内
容

は
。

企
画
財
政
課
長
　
災
害

時
に
飲
料
用
タ
ン
ク
と

し
て
使
用
す
る
の
で
、

下
部
に
蛇
口
を
取
り
付

け
、
蓋
に
は
平
時
に
異

物
が
混
入
し
な
い
よ
う

に
鍵
を
つ
け
た
も
の
。

快適な温泉浴に期待

工事が進む西条･昭和インター線

裏には呼びかけが

年始に送られた

振り込め詐欺

防止ハガキ



第
4
回
定
例
会（
12
月
）
委
員
会
質
疑

水
源
対
策
特
別
委
員
会

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

限
ら
れ
た
地
下

水
源
を
大
切
に

イ
オ
ン
の

井
戸
掘
削
は

保
養
施
設
利
用

補
助
金
の
見
直
し
を

特
産
品
等
の
提
供
は

広
く
検
討
を

福
島
議
員
　
井
戸
設
置

許
可
申
請
書
の
利
用
目

的
に
、
用
途
以
外
に
使

用
し
な
い
項
目
を
追
加

で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
課
長
　
条
例

等
の
改
正
が
必
要
。
条

例
審
査
会
で
検
討
し
て

い
く
。

田
中
議
員
　
常
永
土
地

区
画
整
理
組
合
で
4
本

の
井
戸
掘
削
の
申
請
が

出
て
い
る
が
、
今
後
の

管
理
は
。

副
町
長
　
当
面
は
組
合

で
管
理
。
広
大
な
面
積

で
あ
り
、
公
園
完
成
後

は
町
で
管
理
す
る
予
定
。

塚
原
議
員
　
イ
オ
ン
で

井
戸
掘
削
の
地
区
説
明

会
が
あ
っ
た
。
今
後
の

予
定
は
。

環
境
経
済
課
長
　
イ
オ

ン
近
隣
5
地
区
で
説
明

会
を
予
定
し
て
い
た
が
、

申
請
書
の
取
り
下
げ
を

し
た
。
改
め
て
掘
削
中

止
の
文
書
を
回
覧
す
る
。

塚
原
議
員
　
5
地
区
の

み
で
な
く
、
全
住
民
へ

の
周
知
が
必
要
で
は
。

環
境
経
済
課
長
　
区
長

会
を
通
し
、
全
地
区
組

回
覧
す
る
よ
う
に
す
る
。

掘
削
を
予
定
し
て
い
た
周
辺

〜
町
よ
り
〜

　
ふ
る
さ
と
納
税
者
は
町
外
在
住
者
と
し
、

寄
付
金
額
は
1
万
円
以
上
と
す
る
。

　
特
産
品
の
提
供
は
、
送
料
を
含
め
て
お
お

む
ね
3
千
円
と
し
た
い
。

特
産
品
等
と
し
て
、

①
コ
メ
10
㎏

②
酒
7
2
0
ml
×
2
本

③
旬
の
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
（
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
も
ろ
こ
し
、
葉
物
）
等
を

提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

（
平
成
27
年
4
月
よ
り
実
施
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
特
産
品
等

の
提
供
に
つ
い
て
意
見
交
換

福
島
議
員
　
な
ぜ
松
崎

町
な
の
か
。
少
し
遠
い
。

ま
た
宿
泊
3
千
円
の
補

助
は
近
隣
市
町
と
比
較

す
る
と
高
い
と
思
う
が
。

総
務
課
長
　
松
崎
町
は

静
岡
県
で
一
番
小
さ
い
町
。

山
梨
県
で
一
番
小
さ
い

町
つ
な
が
り
と
し
て
、

ま
た
海
水
浴
も
で
き
、

美
術
館
等
も
あ
る
こ
と

か
ら
「
観
光
で
き
る
海
」

と
し
て
決
め
た
。
今
後

は
も
う
少
し
身
近
な
町

な
ど
多
方
面
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
宿
泊
補

助
3
千
円
は
検
討
す
る
。

福
島
議
員
　
送
料
込
み

の
3
千
円
な
ら
特
産
品

は
1
、
8
0
0
円
く
ら

い
と
な
る
。
お
礼
状
や

広
報
紙
は
い
い
と
し
て
も
、

こ
の
他
に
町
の
施
設
の

利
用
券
や
、
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
祭
り
の
招
待

状
な
ど
は
お
金
が
か
か

ら
な
い
。
町
を
知
っ
て

も
ら
う
の
に
は
良
い
機

会
だ
。
検
討
を
。

総
務
課
長
　
基
本
的
に

町
外
者
に
送
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
招
待
状

も
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
考
え
た
が
、
遠
い
と

こ
ろ
か
ら
こ
こ
ま
で
来

る
の
は
大
変
だ
と
思
う
。

純
粋
に
町
の
こ
と
を
思
っ

て
い
る
方
に
は
対
応
を

考
え
て
い
る
。

河
住
議
員
　
農
協
が
提

供
す
る
特
産
品
等
は
無

料
か
、
そ
れ
と
も
原
価
か
。

総
務
課
長
　
農
協
も
利

益
を
追
求
す
る
。
提
携

す
る
な
か
で
品
物
を
町

で
買
い
取
り
提
供
す
る
。



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

町
長

町
長

石
原

高
齢
者
世
帯
へ
の

火
災
警
報
器
設
置
は

100
％
設
置
と
と
も
に

啓
発
・
点
検
に
努
め
る

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

指
導
員
資
格
の
取
得
に

努
め
人
体
模
型
購
入

A
E
D
操
作
指
導
員
養
成
と

訓
練
用
器
材
の
整
備
は

石
原

7
月
の
民
生
委
員
等
に

よ
る
、
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
助
成

対
象
世
帯
の
設
置
率
は
68
％
。
高

齢
者
世
帯
へ
の
設
置
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
理
由
は
、
助
成
を
受

け
る
に
当
た
っ
て
申
請
手
続
き
が

必
要
な
こ
と
だ
。
未
設
置
の
助
成

対
象
世
帯
分
の
警
報
器
を
ふ
れ
あ

い
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
よ
う
に
町
の
備

品
と
し
て
購
入
し
、
貸
し
出
す
方

式
を
提
案
す
る
。

　
な
お
、
警
報
器
が
正
常
に
作
動

す
る
か
の
点
検
を
、
防
災
訓
練
の

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
こ
と
を
検
討

さ
れ
た
い
。町

の
備
品
と
し
て
の
貸

出
し
に
よ
る
方
法
は
維

持
管
理
上
の
課
題
も
多
く
、
実
施

は
困
難
と
考
え
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
民
生
委
員
・
甲
府
地
区
消

防
本
部
の
協
力
を
得
て
1
0
0
％

の
設
置
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に

立
つ
よ
う
、
地
区
の
防
災
訓
練
等

で
の
啓
発
活
動
、
チ
ラ
シ
の
配
布

や
民
生
委
員
の
声
か
け
の
中
に
警

報
器
の
点
検
を
含
め
た
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス

ト
ア
な
ど
、
A
E
D
の

設
置
が
進
ん
で
い
る
。
積
極
的
に

活
用
す
る
た
め
、
訓
練
用
A
E
D

の
設
置
お
よ
び
操
作
指
導
が
必
要
だ
。

A
E
D
の
指
導
等
業
務
が
関
連
す

る
課
の
職
員
を
手
始
め
に
、
全
職

員
を
操
作
指
導
員
と
し
て
養
成
。

ま
た
、
町
民
の
A
E
D
基
礎
救
命

講
習
等
に
つ
い
て
実
施
す
る
考
え
は
。

人
命
救
助
に
は
A
E
D

の
操
作
と
併
せ
て
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
を
行

う
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
訓
練
用

人
体
模
型
を
購
入
す
る
予
定
。

A
E
D
操
作
訓
練
希
望
者
に
は
、

指
導
員
資
格
を
有
す
る
職
員
の
い

る
消
防
本
部
等
に
協
力
要
請
し
対

応
し
た
い
。

　
指
導
員
の
資
格
取
得
に
は
、
時

間
と
日
数
が
必
要
で
、
現
在
の
職

員
体
制
で
は
困
難
で
あ
る
が
、
今

後
計
画
的
に
取
得
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

たくさんの方が使用できるように



三井　　猛 議員
み つ い たけし

企
画
財
政
課
長

三
井

町
長

防災計画への雪害対策追加は
現在、見直し案を作成している

2
月
14
日
か
ら
15
日
に

降
り
続
い
た
雪
は
、
観

測
史
上
前
例
の
な
い
1
1
4
㎝
を

記
録
し
た
。
今
回
の
記
録
的
な
大

雪
を
経
験
し
て
町
長
が
得
た
教
訓

は
何
か
。
町
の
防
災
対
策
の
見
直

し
の
進
捗
状
況
を
6
項
目
に
つ
い

て
伺
う
。

①
災
害
対
策
本
部
の
設
置
は
。

②
情
報
発
信
の
あ
り
方
は
。

③
除
雪
作
業
対
策
は
。

④
自
助
、
共
助
、
公
助
の
役
割
分

担
は
。

⑤
各
区
と
担
当
職
員
、
消
防
団
、

議
会
と
の
連
携
は
。

⑥
農
業
被
害
等
の
対
策
は
。

農
業
施
設
や
カ
ー
ポ
ー

ト
の
倒
壊
、
雨
ど
い
の

破
損
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

教
訓
は
、
地
域
防
災
計
画
に
雪
害

対
策
の
視
点
が
な
か
っ
た
こ
と
に

伴
う
初
動
体
制
の
遅
れ
、
情
報
提

供
も
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
だ
。
現

在
、
改
革
会
議
で
議
論
し
、
各
課

か
ら
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
素

案
を
作
成
し
て
い
る
。
12
月
中
に

は
昭
和
町
防
災
会
議
を
開
催
し
、

見
直
し
さ
れ
た
地
域
防
災
計
画
を

作
成
し
た
い
。

①
大
雪
警

報
、
ま
た

は
暴
風
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、
積

雪
が
50
㎝
を
大
き
く
超
え
、
さ
ら

に
積
雪
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
災

害
対
策
本
部
を
設
置
、
全
職
員
配

備
の
体
制
を
と
る
。

②
降
雪
量
、
被
害
等
の
状
況
を
把

握
し
、
関
係
機
関
か
ら
正
確
な
一

元
化
し
た
情
報
を
収
集
す
る
。
防

災
無
線
、
防
災
行
政
無
線
メ
ー
ル
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

自
治
会
へ
の
連
絡
等
、
あ
ら
ゆ
る

方
法
で
伝
達
す
る
。

③
積
雪
が
10
㎝
に
達
し
、
さ
ら
に

降
雪
が
見
込
ま
れ
る
と
き
除
雪
を

始
め
る
。
事
前
に
優
先
順
位
を
付

け
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
建
設
安
全

協
議
会
が
除
雪
す
る
。

④
生
活
道
路
や
通
学
路
の
除
雪
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

⑤
被
害
の
把
握
、
作
業
依
頼
等
、

緊
密
に
連
携
す
る
。

⑥
早
め
の
補
強
対
策
な
ど
周
知
を

図
り
た
い
。

多くの被害をもたらした豪雪（町内）



自
治
体
の
基
幹
業
務
以

外
の
学
校
給
食
等
の
業

務
を
1
企
業
に
委
託
し
、
各
業
務

の
分
割
委
託
に
比
べ
て
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
（
※
）
を
生
か
す
一
括
委

託
方
式
を
採
用
す
る
先
行
例
が
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
導
入
の
検
討
は
。

第
3
次
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
業
務
効

率
化
、
経
費
削
減
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

例
の
よ
う
に
、
保
護
者
の
要
望
、

人
件
費
削
減
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

町
民
と
職
員
と
の
心
の
通
っ
た
行

政
を
進
め
る
た
め
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
だ
け
を
進
め
る
よ
り
直
接
運

営
が
ふ
さ
わ
し
い
場
合
も
多
く
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
複
数
の
体
育

施
設
に
つ
い
て
、
一
括
委
託
に
適

し
て
い
る
か
、
老
朽
化
対
策
の
課

題
等
も
考
慮
し
検
討
す
る
。

商
工
会
の
事
業
目
的
に
は
、

商
工
業
の
振
興
だ
け
で

な
く
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進

も
含
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
町
商
工

会
の
実
情
・
活
動
は
。
町
と
し
て

の
対
応
、
補
助
や
行
事
等
へ
の
参

加
は
。

福
祉
増
進
に
資
す
る
活

動
の
担
い
手
は
、
主
に

商
工
会
青
年
部
や
女
性
部
で
、
全

国
的
に
展
開
さ
れ
た
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
や
、
県
内
で
は
植
樹
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
な
ど
を
、
昭

和
町
商
工
会
も
含
め
て
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
商
工
会
女
性
部
は
、
年
2

回
の
町
風
土
伝
承
館
「
杉
浦
醫
院
」

の
清
掃
活
動
、
県
の
商
工
会
ま
つ

り
の
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
、
青
年
部

は
エ
コ
昭
和
で
の
町
の
木
「
乙
女
椿
」

の
苗
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。
年
末
、

両
部
の
共
同
事
業
と
し
て
、
町
と

と
も
に
献
血
活
動
へ
協
力
し
て
い
る
。

今
後
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
福

祉
に
貢
献
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
助
成
や
町
の
参
加

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

町
長

行政事務の一括委託は

総合的に判断する

県の商工会まつりバザーへの参加

連
携
し
て
行
動
す
る

商
工
会
の

福
祉
事
業
は

河
住

河
住

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
は

同
種
の
も
の
が
集
ま
り
、

規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
点
。



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

町
長

田
中

田
中

町
長

子
育
て
支
援

保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
設
置
は

広
域
配
置
が
望
ま
し
い

不
具
合
に
即
応

で
き
る
よ
う
努
め
る

防
犯
灯
の

町
一
括
管
理
は

近
年
、
児
童
虐
待
が
急

増
し
て
い
る
。
安
心
・

安
全
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
子
ど
も
の
保
育
段
階
か
ら
、

し
っ
か
り
と
し
た
し
つ
け
の
基
に

健
や
か
な
成
長
を
さ
せ
た
い
。

　
発
達
上
特
別
な
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
へ
の
対
応
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
支
援

等
に
、
専
門
的
に
対
処
で
き
る
子

育
て
支
援
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
の
配
置
を
求
め
る
。

多
様
化
す
る
福
祉
業
務

に
適
切
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
今
年
度
、
本
町
で
管
理

栄
養
士
を
採
用
し
た
よ
う
に
、
専

門
職
の
配
置
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
は

各
町
村
単
独
で
設
置
す
る
よ
り
、
県
・

保
健
所
等
広
域
で
の
配
置
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
現
状
で

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

現
在
、
防
犯
灯
は
地
区

ご
と
に
管
理
し
て
い
る

た
め
、
同
一
路
線
沿
い
で
も
一
部

で
長
期
間
球
切
れ
が
放
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
防
犯
灯
は
町

で
一
括
管
理
し
、
業
者
に
発
注
す

る
な
ど
、
常
時
見
回
り
す
る
体
制

に
す
べ
き
だ
。

防
犯
灯
の
新
設
や
老
朽

化
に
よ
る
設
置
換
え
に
は
、

各
地
区
の
申
請
に
よ
り
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
補
修
、
維
持
管

理
等
の
費
用
に
つ
い
て
も
、
昭
和

町
地
域
力
活
性
化
交
付
金
の
算
定

基
準
に
含
ま
れ
、
各
地
区
で
管
理

し
て
い
る
。
交
付
金
の
要
綱
に
あ

る
よ
う
に
、
犯
罪
の
未
然
防
止
の

た
め
の
自
主
的
活
動
・
連
携
と
支

え
あ
う
地
域
社
会
形
成
の
意
識
の

醸
成
を
図
り
た
い
。
今
後
も
、
管

理
は
各
地
区
に
お
願
い
し
た
い
。

 
防
犯
灯
の
不
具
合
に
即
応
す
る

体
制
を
区
長
会
で
周
知
す
る
。

大切な子どもたちのために



町
長

引きこもりに対する取り組みは
慎重に対応する

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は

導
入
の
方
向

が
ん
検
診
の
強
化
は

河
田

14やまなし 議会だよりしょうわ No.164
平成27年1月22日発行

河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

河
田

3
年
前
の
内
閣
府
の
調

査
に
よ
る
と
、
約
70
万

人
が
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
と

い
う
。

 
本
町
に
お
け
る
引
き
こ
も
り
実

態
調
査
実
施
の
考
え
は
。
相
談
窓

口
の
活
用
、
就
労
支
援
、
講
演
会

の
開
催
等
に
つ
い
て
、
町
長
の
所

見
を
問
う
。実

態
調
査
は
内
容
が
極

め
て
慎
重
に
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
人
情
報
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
世
帯
を
対
象

に
し
た
実
施
に
は
な
じ
ま
な
い
と

考
え
て
い
る
。
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
に
お
い
て
周
囲
の

気
づ
き
、
見
守
り
を
強
化
し
、
相

談
で
き
る
場
所
等
の
情
報
を
発
信
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
心
配
ご
と
相
談
、

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
紹
介
し
支
援
し
た
い
。
町
独
自

の
就
労
支
援
は
困
難
。
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
紹
介
す
る
。
講
演
会
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
る
た
め
、

県
な
ど
に
よ
る
広
域
的
な
開
催
が

ふ
さ
わ
し
い
。
今
後
、
制
度
の
充

実
を
働
き
か
け
、
情
報
収
集
に
努

め
る
。

昭
和
町
で
は
健
康
増
進

計
画
に
基
づ
き
、
多
く

の
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨

年
2
月
、
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
へ
保
険

適
用
が
拡
大
し
た
。
町
の
健
診
に
、

血
液
検
査
に
よ
り
萎
縮
性
胃
炎
を

調
べ
る
血
清
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
検

査
お
よ
び
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
は
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
い

き
い
き
健
康
課
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
の
次
期
健
康
増

進
計
画
に
位
置
づ
け
る
べ
く
、
導

入
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
・
準

備
に
入
っ
て
い
る
。
ペ
プ
シ
ノ
ー

ゲ
ン
検
査
は
専
門
家
の
意
見
も
踏

ま
え
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ピ
ロ
リ
菌
と
は

　
ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
の
粘

膜
に
住
み
つ
く
悪
い
菌
。

主
に
、
胃
や
十
二
指
腸
な

ど
の
病
気
の
原
因
に
つ
な

が
る
。

ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
と
は

胃
が
ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
と
し
て
有
用
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

注
目
さ
れ
、
「
血
液
検
査

に
よ
る
胃
が
ん
検
診
」
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

町
長

深
澤

町
長

国
民
健
康
保
険
税
は

一
般
会
計
繰
入
は
限
界

水
質
汚
濁
防
止
法
が

機
能

地
下
水
汚
染
防
止

協
定
は

本
町
の
国
保
税
は
、
平

成
21
年
度
以
降
一
人
あ

た
り
10
万
円
を
超
え
、
県
内
で
は

上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
や
し
、
保

険
税
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ほ
し
い
。

保
険
税
の
比
較
は
自
治

体
ご
と
の
平
均
額
で
は

な
く
、
同
所
得
で
比
べ
る
べ
き
で
、

昭
和
町
は
決
し
て
高
い
ほ
う
で
は

な
い
。
25
年
度
、
26
年
度
の
引
き

上
げ
の
際
、
本
来
は
財
源
不
足
分

を
す
べ
て
保
険
税
に
転
嫁
す
べ
き

と
こ
ろ
、
基
金
の
取
り
崩
し
と
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
で
被
保
険
者

の
負
担
を
軽
減
し
た
。
国
民
健
康

保
険
事
業
は
、
独
立
し
た
事
業
運

営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
一
般
会
計
の
収
入
に
左
右
さ

れ
な
い
た
め
、
繰
入
金
に
頼
ら
な

い
運
営
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
増
や
す
こ
と
で
、
国
保
税
の

軽
減
を
図
る
こ
と
は
制
度
上
問
題

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成
27

年
度
国
会
に
提
出
予
定
の
国
保
の

構
造
的
財
政
問
題
の
制
度
改
革
に

期
待
す
る
。

本
町
は
地
下
水
が
豊
富
。

長
年
に
わ
た
っ
て
恩
恵

を
受
け
て
き
た
。
貴
重
な
資
源
と

し
て
安
全
性
の
確
保
は
絶
対
に
必

要
で
あ
り
、
町
当
局
の
責
務
は
重

大
だ
。
25
年
前
に
は
、
発
が
ん
性

物
質
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
で
地
下

水
が
汚
染
さ
れ
た
。
過
去
の
教
訓

を
生
か
し
、
該
当
物
質
を
使
用
し

て
い
る
企
業
と
、
地
下
水
汚
染
を

防
止
す
る
協
定
を
締
結
す
べ
き
だ
。

平
成
2
年
に
発
生
し
た

釜
無
工
業
団
地
内
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
浄
化
お

よ
び
指
導
・
監
視
は
続
け
て
い
る
。

水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
り
、
汚
染

物
質
の
使
用
は
県
に
届
出
が
必
要
。

現
時
点
で
は
町
内
で
該
当
物
質
を

使
用
す
る
機
器
の
届
出
は
な
い
。

深
澤
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●
出
席
者
　
　
区
民
15
名

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
幸
廣
、
田
中
博
愛

　
　
　
　
　
　
深
澤
平
助
、
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
深
澤
克
男

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
塚
原
將
司

Ｑ
　
イ
オ
ン
の
井
戸
掘
削
説
明
会

が
延
期
に
な
っ
た
。
議
会
の
質
問

事
項
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
影
響
が
出
た
場
合
は
補
償
す

る
の
か
、
水
量
を
減
ら
す
の
か
な

ど
を
議
論
し
、
万
全
の
対
策
を
講

じ
る
よ
う
、
当
局
へ
要
請
し
た
。

Ｑ
　
上
河
東
区
へ
の
交
番
が
中
止

に
な
っ
た
。
跡
地
は
ど
う
な
る
の

か
。

Ａ
　
常
永
土
地
区
画
整
理
組
合
の

保
留
地
と
な
る
。

Ｑ
　
新
し
い
公
園
・
学
校
の
歩
道

周
辺
の
道
路
側
の
溜
桝
に
常
時
水

が
た
ま
っ
て
い
る
。
夏
は
蚊
も
多

い
が
対
策
は
。

Ａ
　
現
場
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
（
現
場
確
認
を
行
っ
た
）

Ａ
（
行
政
）
街
渠
桝
と
い
っ
て
道

路
排
水
を
集
め
側
溝
へ
流
す
た
め

の
溜
桝
。
雨
水
が
こ
の
桝
に
流
入

す
る
際
、
砂
を
運
ん
で
く
る
た
め

砂
を
側
溝
に
入
れ
な
い
た
め
の
泥

溜
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

●
出
席
者
　
　
区
民
42
名

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
塚
原
將
司
、
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
、
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
樋
口
敏
夫
、
三
井
　
猛

Ｑ
　
前
回
、
人
口
増
加
地
区
は
愛

育
会
が
必
要
だ
と
質
問
し
た
が
、

ど
ん
な
方
法
で
質
問
者
に
回
答
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
当
日
回
答
で
き
な
い
も
の
は

行
政
に
確
認
し
、
必
要
部
数
を
コ

ピ
ー
し
、
区
か
ら
各
組
に
回
覧
す

る
周
知
方
法
に
改
善
す
る
。
愛
育

会
の
問
題
は
他
の
区
で
も
出
て
い

る
が
、
任
意
団
体
で
あ
り
強
制
は

で
き
ず
困
っ
て
い
る
。
主
旨
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
　
イ
オ
ン
の
井
戸
設
置
は
他
の

地
区
に
も
影
響
す
る
。
専
門
家
を

交
え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

Ａ
　
水
源
対
策
特
別
委
員
会
で
説

明
を
受
け
、
イ
オ
ン
に
対
し
議
会

と
し
て
説
明
会
開
催
と
、
覚
書
を

交
わ
す
よ
う
行
政
に
要
請
し
た
。

Ａ
（
行
政
）
該
当
地
区
の
説
明
会

終
了
後
、
議
会
と
再
度
検
討
し
、

井
戸
掘
削
の
協
定
を
締
結
す
る
予

定
。

10
月
21
日
　
彩
の
広
場
管
理
棟

10
月
19
日
　
区
公
会
堂

西
条
一
区
（
第
8
回
）

上
河
東
区
（
第
7
回
）

※
平
成
26
年
12
月
、
イ
オ
ン
よ
り

井
戸
掘
削
の
申
請
に
つ
い
て
は
取

下
げ
が
あ
り
ま
し
た
。



清
水
新
居
区
（
第
9
回
）

10
月
29
日
　
区
公
民
館

●
出
席
者
　
　
区
民
32
名

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
幸
廣
、
田
中
博
愛

　
　
　
　
　
　
深
澤
平
助
、
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
深
澤
克
男

●
地
元
議
員
　
林
　
和
仁

11
月
15
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
27
名

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣
、
田
中
博
愛

　
　
　
　
　
　
深
澤
平
助
、
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
深
澤
克
男

●
地
元
議
員
　
石
原
高
明

Ｑ
　
押
越
の
消
防
団
員
が
増
え
て
い
な

い
。
団
員
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
報
酬

面
や
優
遇
策
な
ど
で
応
援
し
、
入
り
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ａ
　
商
工
会
で
消
防
団
員
に
特
典
が
付

く
よ
う
、
協
力
お
願
い
を
し
て
い
る
。

車
の
免
許
も
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
の

団
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
を
と
る
時
に
町

で
補
助
し
た
り
、
団
員
の
い
る
事
業
所

に
も
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
気
兼
ね
な
く

出
動
で
き
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
押
越
は
市
街
化
調
整
区
域
で
住
宅

が
な
か
な
か
建
て
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

周
囲
に
は
倉
庫
と
か
資
材
置
き
場
が
多

く
、
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
現
地
視
察
を
行
い
、
河
川
敷
を
不

法
使
用
し
て
い
る
箇
所
や
が
れ
き
等
が

高
く
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
て
大
変
危
険

で
あ
る
の
で
業
者
に
対
し
、
町
に
改
善

指
導
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

Ｑ
　
昭
和
46
年
こ
ろ
に
市
街
化
調
整
区

域
に
な
っ
た
が
、
一
部
開
発
で
き
る
よ

う
に
に
な
れ
ば
住
宅
や
人
口
も
増
え
て

く
る
。
見
通
し
は
ど
う
か
。

Ａ
　
県
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
、
条
例

を
制
定
し
て
地
区
を
開
発
す
る
の
で
、

市
街
化
に
は
な
ら
な
い
が
、
調
整
区
域

で
も
住
宅
は
建
て
ら
れ
る
。
市
街
化
調

整
区
域
は
外
れ
な
い
が
、
そ
の
中
で
も

開
発
が
で
き
る
形
に
な
る
。

Ｑ
　
2
月
の
大
雪
は
大
変
な
不
便
を
し

た
。
除
雪
機
・
重
機
の
把
握
や
緊
急
時

の
連
絡
体
制
な
ど
、
議
会
と
町
の
対
策

は
。

Ａ
　
冬
期
の
重
機
確
保
を
検
討
中
。
豪

雪
の
反
省
を
踏
ま
え
、
雪
害
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、
地
域
の
除
雪

作
業
に
は
、
個
人
所
有
の
除
雪
機
械
に

使
用
料
・
燃
料
費
補
助
な
ど
を
行
う
予

定
。

Ｑ
　
昨
年
の
井
戸
端
会
議
で
委
託
児
童

の
問
題
提
起
を
し
た
が
、
議
会
だ
よ
り

に
は
一
行
も
載
っ
て
い
な
い
。
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
小
学
校
就
学
を
控
え
た
保
護
者
に
、

西
条
小
入
学
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
通

知
し
、
町
内
通
学
を
目
標
に
働
き
か
け

て
い
る
。
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
申
し
訳
な
い
。

Ｑ
　
町
営
プ
ー
ル
の
温
水
温
度
を
上
げ

て
ほ
し
い
。
監
視
員
も
、
も
っ
と
し
っ

か
り
す
る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
プ
ー
ル
水
温
は
29
・
5
度
か
ら
30

度
に
設
定
し
て
お
り
、
競
泳
競
技
の
水

温
は
25
〜
28
度
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

数
年
前
に
現
在
の
温
度
に
上
げ
た
経
緯

が
あ
る
が
、
泳
ぐ
方
や
早
い
速
度
で
歩

く
方
に
は
水
温
が
高
す
ぎ
る
状
態
で
、

こ
れ
以
上
水
温
を
上
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
水
泳
プ
ー
ル
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
則
り
監
視
す
る
よ
う
、
指
導
を

強
化
し
て
い
く
。

押
越
区
（
第
10
回
）



●
出
席
者
　
　
区
民
22
名

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
遠
藤
辰
男
、
河
住
保
茂

 
 
 
 
 
 
三
井
 
猛
、
福
島
正
明

 
 
 
 
 
 
中
澤
康
夫

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
河
田
あ
け
み
、
野
中
敏
美

築
地
新
居
区
（
第
11
回
）

11
月
17
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
14
名

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
塚
原
將
司
、
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
、
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明

●
地
元
議
員
　
田
中
博
愛

Ｑ
　
沼
公
園
の
ト
イ
レ
は
開
放
的
で
、

子
ど
も
が
連
れ
込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ

る
。
ホ
タ
ル
の
生
息
地
で
も
あ
る
が
、

環
境
に
配
慮
し
た
防
犯
灯
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
　
一
般
の
人
も
通
り
交
通
量
も
多
い
。

防
犯
灯
を
つ
け
る
と
不
審
者
が
た
む
ろ

す
る
危
険
も
あ
る
が
、
新
設
さ
れ
た
道

路
沿
い
の
防
犯
灯
な
の
で
、
行
政
に
確

認
し
回
答
し
た
い
。

Ａ
（
行
政
）
沼
公
園
は
自
然
環
境
保
全

の
た
め
に
整
備
し
た
公
園
で
、
ホ
タ
ル

の
発
生
状
況
や
自
然
環
境
を
注
視
し
、

防
犯
・
安
全
面
を
考
慮
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
に
は
空
き
家
に
対
す
る
対
策
法

令
が
あ
る
の
か
。
空
き
家
が
近
く
に
あ

る
と
不
安
だ
が
、
管
理
対
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。
火
災
が
心
配
だ
。

Ａ
　
空
き
家
対
策
の
法
令
は
な
い
が
、

持
ち
主
を
調
べ
、
対
策
・
対
応
を
要
請

す
る
。
空
き
家
等
を
把
握
し
、
立
ち
入

り
調
査
と
固
定
資
産
税
の
減
免
延
長
が

で
き
る
よ
う
、
法
整
備
に
努
力
す
る
。

Ｑ
　
市
街
化
調
整
区
域
は
身
延
線
南
が

ほ
と
ん
ど
だ
が
、
圃
場
整
備
を
し
た
と

い
う
名
目
だ
け
で
開
発
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
常
永
地
区
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
周
辺

で
整
備
が
進
み
、
西
条
地
区
は
終
了
し

て
い
る
。
紙
漉
阿
原
区
周
辺
は
区
の
西

側
が
農
業
振
興
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

調
整
区
域
（
農
業
振
興
地
域
以
外
）
で

も
開
発
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

Ｑ
　
昭
和
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
謝
礼
品
は
地
元
産
の
米
や
、
季
節

の
野
菜
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
　
押
原
・
西
条
・
常
永
小
学
校
と
も

素
晴
ら
し
い
学
校
だ
が
、
押
原
小
学
校

区
の
人
数
が
少
な
い
。
住
宅
を
た
く
さ

ん
建
て
ら
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

Ａ
　
本
格
的
に
調
整
区
域
を
見
直
し
、

調
整
区
域
の
開
発
が
で
き
る
よ
う
、
当

局
も
努
力
し
て
い
る
。

Ｑ
　
初
め
て
井
戸
端
会
議
に
参
加
し
た

が
、
少
人
数
で
の
開
催
や
、
み
ん
な
が

意
見
を
言
え
る
よ
う
な
形
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
座
談
会
の
よ
う
に
気
楽
に
考
え
て

い
た
だ
き
、
要
望
も
含
め
議
員
を
う
ま

く
使
い
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
や
る
こ
と

が
一
番
大
事
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

Ｑ
　
町
は
先
端
を
走
っ
て
い
る
が
、
空

き
家
や
耕
作
放
棄
地
、
ゴ
ミ
、
草
な
ど

も
刈
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
指
導
も
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
　
県
外
の
方
が
相
続
し
て
い
る
土
地

の
多
く
が
、
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い

る
。
農
業
委
員
や
環
境
経
済
課
の
職
員

が
一
生
懸
命
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。

紙
漉
阿
原
区
（
第
12
回
）

11
月
28
日
　
区
公
会
堂



貸出用農機具

リサイクル中の工場内

19 やまなし 議会だよりしょうわ No.164
平成27年1月22日発行

●場所：神奈川県海老名市
●内容：農業用機械貸出事業

1日目 平成26年10月15日

●場所：東京都江東区
●内容：家電リサイクル

2日目 平成26年10月16日

　今回の研修は都市化が進行し、農業後継
者問題や農地の荒廃化が懸念を背景に、全
国で初めてである海老名市の農業用機械貸
出事業を研修し、本町においても協議検討
していきたいと考えた。また、本町でもレ
アメタルを含んだ小型家電の回収ボックス
を役場庁舎内に備えたが、今後も循環型社
会を目指す中、大型家電の資源再生につい
ての知識を深めるため、家電リサイクル工
場を選定。

　小規模農家対策や農地保全の負担軽減の
面では大変評価できるものがあった。今後十分
に協議しながら当局へ進言していきたい。
　単に「省エネ」「節約」のために行われて
いるわけでなく、「廃棄物処理」の観点か
らも「限りある資源」について真剣に取り組
まなければならない。



施設内にて

みなかみ町議会との意見交換

20やまなし 議会だよりしょうわ No.164
平成27年1月22日発行

●場所：群馬県川場村
　　　道の駅 川場田園プラザ
●内容：道の駅運営状況について

1日目 平成26年10月22日

●場所：群馬県みなかみ町議会
●内容：議員報酬について

2日目 平成26年10月23日

　村をあげて地産地消の拠点となる施設を開
設し、農業振興をふくめた産業を営んでいる
様子、またその背景を学びたいと考えた。活
性化されている村を肌で感じ、小さな町であ
る当町でも生かせられるヒントをつかみたい
と思った。議員報酬については県下でも協議
されており、議員として興味がある。議員報
酬を上げたという、みなかみ町議会でその背
景や周囲の反応等、議員報酬の適正額につい
て学びたいと考えた。

　小さな村にある川場田園プラザでは基幹
産業とする農業を生かし、地元民、また観
光客が訪れては食事や工房での体験ができ、
１日楽しめる場として大きく事業を広げら
れていた。その事業はまさに地産地消であ
り、村活性化につなげている。当町での直
売所運営の参考にさせていただくことが多
くあり、大変有意義なものだった。みなか
み町議会では、議員報酬について深く議論
ができた。議員報酬は一体いくらが適正な
のか、判断は難しいものだが、議会全体で
考えていきたいと思う。



生ごみ処理施設内

グループホームの居室内

●場所：新潟県聖籠町役場
●内容：生ごみ処理事業について

1日目 平成26年11月4日

●場所：新潟県長岡市
　　　　介護老人福祉施設中之島
　　　　グループホーム中之島
●内容：老人・グループホームの現状

2日目 平成26年11月5日

　生ごみの堆肥化事業が国のバイオ
マス地域利活用交付金を利用してス
ムースに運営されている聖籠町に伺い、
その運営状況を聞きたいと思った。
　平成23年に法人設立30周年を迎え、
現在の認知症介護研修事業の元とな
った痴呆症老人処遇技術研修事業を
新潟県より受託され、また厚生労働
省認可（認知症介護指導者）資格所
有者が多く、万全な体制が整えられ
ている福祉施設を訪問し、環境を見
てみたいと思った。

　生ごみ堆肥化の施設は人家から遠く離れている
野原で稼動し、従事者も３人という少人数の中、
運営されていたのは驚いた。昭和町では給食セン
ター内で生ごみの堆肥化を行っているが、町全体
の生ごみ堆肥化を実施するには、聖籠町以上の施
設と設備が必要になると思った。また都市化され
た昭和町の場合はどこに建てるのかが1番の問題
だと感じた。
　認知症の入居者から挨拶があり、とても和やか
に過ごされていることを感じた。昭和町でも入居
者が笑顔で生活できる体制を指導していく必要が
あると思った。



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

その後

遊具や砂場の一部を改修し、駐車
スペースの拡張工事を平成26年9
月より開始し、平成27年1月末に
完成予定。（車31台増）
また公園北東側の緑地を一部舗装
し、約90台分のスペースを確保で
きる見込み。

拡張される駐車場

新設駐車場

1
平成24年12月議会　質問者：田中博愛議員

釜無公園駐車場用地拡張は

釜無川工業団地公園は遠方からの利
用者も多く、周辺道路に駐車してい
る現状だ。駐車場の確保・拡張をす
る考えは。

乗り合わせでの来場の徹底を要請し
ながら、駐車スペースを確保できる
よう、関係機関と協議を進めていき
たい。



議会だより164号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・議会だ
よりを読んだ感想」を記入してください。FAXやメー
ルも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　2月末日　消印有効

平成26年も昭和町議会活発に活動！“議員研修”“○○○○”1
男女浴槽源泉かけ流し切り替え工事費○○○万円2
追跡　○○公園駐車場、拡張！3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。
163号クイズの答え
①指定集合地
②1.14
③机・椅子

前回の
お葉書で こんなご意見を

いただきました！

（
68
歳
・
女
性
）

（28歳・女性）

（70歳・女性）

（47歳・女性）

（12歳・女性）

（33歳・女性）
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直通

）
0
5
5
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7
5
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1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
こ
の
地
区
に
住
ん
で
は
や
25
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
振
り
返
る
と
長
女
と
次
女
は
そ
れ
ぞ

れ
小
・
中
学
と
違
う
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
1
つ

の
地
区
で
学
校
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
考
え
る
と
、

親
と
し
て
複
雑
な
気
持
ち
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
機
会
が
あ
っ
て
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
い
う

役
を
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、
普
段
顔
を
合
わ
さ

な
い
子
ど
も
、
隣
人
す
ら
違
う
学
校
で
遊
ぶ
こ
と

が
な
い
の
で
、
行
事
で
集
ま
っ
て
も
い
ま
ひ
と
つ

団
結
力
が
乏
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
普
段
交
流
の
な
い
小
中
学
生
が
一
緒
に
行
動
し
、

遊
ん
で
い
る
姿
を
見
た
と
き
、
今
の
子
ど
も
た
ち

は
ど
ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
で
も
同
じ
学
校
に
通
い
、

子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
い
う
1
つ
の
行
事
の
中
で
さ
ら

に
親
密
に
な
り
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
年
齢
に
関
係

な
く
遊
ん
で
い
る
姿
や
、
大
き
い
声
が
聞
こ
え
る

と
本
当
に
変
わ
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
近
は
清
水
新
居
も
世
帯
数
も
増
え
、
近
く
に

は
児
童
館
も
で
き
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
多
く
の
友
だ

ち
と
ふ
れ
あ
い
遊
べ
る
環
境
は
、
本
当
に
充
実
し

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
昭
和
町

に
心
か
ら
期
待
し
、
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
昭
和
町
河
西
に
嫁
い
で
37
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
、
昭
和
町
は
大
き
く
発
展
し
、
特
に

私
の
住
む
常
永
地
区
は
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、

そ
の
周
辺
に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
店
や
、
お
医
者
さ

ん
も
た
く
さ
ん
で
き
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
生

活
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
新
興
住
宅
も
増
え
若
い
人
た
ち
の
転
入

も
多
く
、
い
つ
も
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
の
声
が
聞

こ
え
活
気
あ
る
町
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
面
に
お
い
て
も
、
義
父
母
の
介
護
の
こ

と
で
昭
和
町
役
場
に
相
談
し
た
と
き
に
は
、
す
ぐ

に
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
用
品
の
補
助

な
ど
経
済
的
な
面
か
ら
も
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　
他
の
市
町
村
の
人
に
「
便
利
な
所
に
住
ん
で
い
て

い
い
ね
」
と
か
、「
裕
福
な
町
で
い
い
ね
」
な
ど
と
、

よ
く
羨
ま
し
が
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
そ
の
た
び
に

昭
和
町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
素

晴
ら
し
い
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
新
し
く
住
ま
わ
れ
る
人
た
ち
に

対
す
る
地
域
の
包
容
力
と
、
自
然
豊
か
な
環
境
を

残
し
な
が
ら
、
誰
に
も
優
し
い
昭
和
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
清
水
新
居
に
移
住
し

誰
も
が
住
み
た
い
町

清
水
新
居
区

中
沢
　
清
文
さん

な
か

ざ
わ
　
　

ふ
み

き
よ

河
西
区五

味
三
重
子
さん

ご

こ

え

み

み

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
石
原
　
高
明

　
副
委
員
長
　
　
林
　
　
和
仁

　
委
　
　
員
　
　
河
田
あ
け
み
　
三
井
　
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
河
住
　
保
茂
 
深
澤
　
克
男

次
回
定
例
会
は

次
回
定
例
会
は

3
月
3
日

3
月
3
日
（
火
）開
催
予
定
で
す

（
火
）開
催
予
定
で
す

3
月
3
日

3
月
3
日
（
火
）開
催
予
定
で
す

（
火
）開
催
予
定
で
す

次
回
定
例
会
は

次
回
定
例
会
は

（
今
澤
・
磯
部
）

（
今
澤
・
磯
部
）

平成25年度山梨県広報コンクール議
会広報紙部門、町村部において議会
だよりしょうわNo.159号が最優秀
賞に選ばれました。
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